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津波 PRA において、より現実的な浸水応答を評価するためには、浸水の時間変化の考慮が重要となる。その

9 では、内部溢水評価モデルから建屋内浸水伝播解析モデルを構築する方法について報告する。 
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1. 緒言 

津波防護対策の効果や津波に対するプラントの脆弱点を把握することに資する津波 PRA の評価手法高度

化の観点では、時間軸を考慮した建屋内の機器フラジリティ評価を具体化するための非定常解析モデルの構

築が重要となる。本研究では、溢水や津波防護対策が施された開口部からの流出入量をより現実的に算出す

るため、既往の内部溢水影響評価に代表される定常評価モデルから、津波による建屋内浸水伝播解析モデル

（非定常解析モデル）への拡張方法を提案した。具体的には、建屋内区画（ノード）と開口部（ジャンクシ

ョン）の接続情報に加え開口部の構造・仕様に基づく流量を設定することで、より現実的な建屋内区画の浸

水高さを算出し得る建屋内浸水伝播解析モデルを構築できる。 

 

2. 内部溢水評価モデルから建屋内浸水伝播解析モデルを構築する方法の要点 

(1)開口部種別毎のモデル化 非定常解析を実施するために必要な空間的パラメータ（区画浸水時の保持水量、

開口部や管路等の位置と接続経路等）及び物理的パラメータ（流路の流体抵抗等）は、設計図書等の文献及

び現地調査により作成する。また、浸水伝播経路となる開口部には、建具またはダクトや配管などの構築物

等、異なる種類が存在する。そのため、伝播経路の流量は、開口部の種類に応じ、文献等[1] [2] [3]に示される流

量算定式から開口部の種別毎に設定する。 

(2)流出係数の設定 建屋内の開口部はその仕様や浸水防護対策（例えば扉の場合、水密扉、気密扉及び一般

扉等）により、流量算定における流路面積や流量が異なる。文献等[1] [2] [3]に示さている流量算定式では、開口

部の物理形状及び抵抗等を考慮した流量が算出できるが、開口部の仕様や浸水防護対策による流量低減は考

慮されていない。本研究では、開口部の流路面積の流量をより現実的に算出するため“流出係数”を設定した。 
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